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平成 21 年 7 月 21 日 山口・防府地区豪雨災害発生
山口県曹洞宗青年会・シャンティ山口も災害支援体制に入り情報提供と救援活動を開始しました。

大野泰生青年会長が対策本部長として対応しました。

１、現地に入っての活動は７月２７日～３１日まで行います。 ２、活動支援金並びに義捐金を集めます。

３、ボランティアの呼びかけを行います。 ４、ボランティアセンターの要請に応じます。

期間中連日１０～１５名のボランティアが活動しました。

活動報告例：

要請により、朝９時に小野小学校近辺に集合して現地に赴き、シャンティ山口の方々と合流して合計１３名が

復旧作業にあたりました。現地（和田原地区？？？）は土砂で家がほぼ埋まっているところもあったりと小野

地区よりひどい状況であるように感じました。

作業の家も床上に土砂が流れ込み、畳などが使い物にならないほどやられていました。

まず荷物を段ボールに詰めて部屋から出し、畳と畳の下地板もはがして床下に流れた土砂をすくいだしたり

玄関前の土砂、車庫の土砂などをはき出しました。午後４時には一区切りをつけ解散しましたが、まだまだ復

旧には時間がかかりそうです。話によれば明日から重機が入るそうです。

重機の作業効率を考えると明日以降は数人くらいの人手でいいのでは？とのことでした。

活動報告例：

今日は小野地区に加え、右田地区でも作業が行われました。重機を使った作業がずいぶん進んでおり、ボラン

ティアが入れる状況が整ったためでしょう。我々が携わったのは、小野地区民家の床下の泥撤去と、右田地区

の民家の入り口に堆積した土砂の撤去。

活動情報例：

一昨日、防府ボラセンに行き、様子を支援プロジェクトの方にうかがってきました。防府ボラセンは２３日に

は閉所する方向で動いています。以後の活動は防府社協に引き継ぐそうです。

避難所は１・２カ所残るのみで、避難をされている方も数えるほどと言うことでした。

市営住宅・県営住宅などが開放されそちらへ移動されているそうです。

床上以上に土砂被害を被った民家 重機による取り除きが開始された 大木と土砂が押し流した

被災者の方々心からお見舞い申し上げます。早期復興を願っています。ボランティア・関係者のみなさんのお疲れ様です。

御協力御支援感謝しています。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 2009.8.21saeki
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参加者のみなさん 「ふるさと」合唱（ハーモニカ 佐伯さん）
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―環境衛生活動募金にご協力をお願いします。― 2009.9.30saeki


